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１　計画改定の背景

２　計画の目的

　広島市は、被爆の廃墟から目覚まし
い復興を遂げる歩みの中で、水と緑が
輝く潤いのある平和都市の実現を目指
し、復興のシンボルとして計画された
平和大通りや平和記念公園、河岸緑地、
高度経済成長期の都市化に対応した都
市公園等の整備、緑を育む活動への市
民参加の促進などに取り組んできまし
た。こうした先人たちから続く緑の取
組により、現在の広島のまちは、豊か
で美しい自然環境と調和した、ゆとりと安らぎが感じられる質の高い都市環境が形成さ
れています。

　一方で、本市は、少子化・高齢化の進展や人口減少社会の到来、地域コミュニティの
活力低下、気候変動の影響が疑われる自然災害への対応など、様々な課題に直面しており、
時代の変革期にあります。

　このような課題に対応するため、本市では広島駅周辺地区と紙屋町・八丁堀地区を東
西の都心の核と位置付け、都市機能の充実・強化を図ることにより、相互に刺激し高め
合う「楕円形の都心づくり」や、圏域経済の活性化と圏域内人口200万人超の維持を目
指す「200万人広島都市圏構想」の実現などに取り組んでいます。

　加えて、社会が成熟化し、市民の価値観やライフスタイルが多様化する中で、これま
で蓄積されてきた公共施設のストックを都市の有する課題解決のための重要な資産とし
て有効に活用することが求められています。

　こうした緑を取り巻く社会情勢の変化に対応し、広島の緑のまちづくりをより一層進
め、将来の世代に受け継ぐため「緑の基本計画」の改定を行うものです。

　本市における「みどりの将来像」を描き、市民、企業、行政といった様々な主体が、「自
分たちのまちは自分たちで創る」という考えの下、適切な役割分担と連携を図りながら、
潤いのある緑のまちづくりを進めていくための基本的な方針を示すものです。
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３　位置付け

４　目標年度

５　計画の対象

　都市緑地法第4条第1項に基づき広島市が策定する、緑地の保全や緑化の推進に関する
将来像や目標、施策等を定めるマスタープランです。これにより、「都市公園の整備及び
管理」、「緑化の推進」、「緑の保全」に関する施策を総合的・計画的に推進します。

　また、本計画は、「第6次広島市基本計画」の部門計画であり、上位計画である「第6
次広島市基本計画」や他の関連計画と整合を図ります。

　令和12年度（2030年度）とします。なお、社会情勢の変化等を踏まえ、必要に応じ
て見直しを行います。

〈計画の対象区域〉
　広島市全域を対象とします。なお、広島広域都市圏内の広域的な取組については、周
辺市町との連携を図ります。

〈計画の対象とする「みどり」〉
　森林、農地、工業地、住宅地などの緑、公園、道路、河川や建物の公開空地などの空
間としての緑に加え、花壇づくりや公園等の管理活動、農業体験などの緑に関する市民
活動を対象とします。

（広島市基本構想・第６次広島市基本計画）
広島市総合計画

広島市みどりの基本計画
（2021-2030）

広島市みどりの推進計画

アクションプログラム

広島市都市計画マスタープラン

適合

部門計画

調和
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６　緑の役割

　緑は、潤いのある生活環境や良好な都市環境の形成など、多様な役割を持っています。
また、近年、都市の課題解決のため、緑の持つ多様な機能を生かすことが期待されてい
ます。

　本計画では、緑の持つ主な役割を以下のとおり7つに整理しました。

（１）　地域固有の都市景観や歴史・文化の形成
　都市を象徴する景観や地域を特徴付ける景観を形成し、その地域の歴史や文化、自
然的資源の継承に寄与しています。平和記念公園や平和大通り、河岸緑地の緑は、本
市の特徴的な景観を形成するとともに、被爆の惨状を乗り越えた復興の証としての意
味を持っています。

（２）　地域のにぎわいづくりや観光の振興
　イベントの開催や飲食、スポーツ観戦などの場として多くの人が集まる地域のにぎ
わいの拠点となるほか、都市を代表する観光資源が立地し、多くの観光客が訪れる観
光振興の拠点となるなど、まちの活力の創出に寄与します。

（３）　都市の防災・減災
　市街地の延焼防止に貢献するほか、災害時の避難地や生活必需品等物資の備蓄基地、
災害時の消火・救助活動の拠点となるなど、都市の防災性の向上が図られます。

（４）　良好な環境の保全
　豊かな自然環境の保全や食料供給の場ともなる農地の保全など、良好な環境を保全
します。また、森林は水源かん養機能により洪水の緩和や水質の浄化などの働きをし
ています。

（５）　生物多様性の確保
　互いに影響しながら直接的、間接的に支えあって共存している地球上の多様な生物
に生息・生育環境を提供するとともに、生態系の種・遺伝子の多様性の確保の基盤となっ
ています。

（６）　地球温暖化等の防止
　温室効果ガスである二酸化炭素の吸収により地球温暖化の防止に大きな役割を果た
すとともに、日射の遮断や蒸発散作用等による気温上昇の抑制によりヒートアイラン
ド現象を緩和します。
（７）　地域コミュニティの形成
　地域住民の交流・レクリエーション・子育て・スポーツの場となるほか、緑化講習
会や公共空間での花壇づくりなど緑に関する活動を通じて地域コミュニティの形成を
促進します。


